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はじめにはじめにはじめにはじめに    


Kuntur Wasi 遺跡では，1990 年に発掘調査を行った特別な墓（「玉飾りの墓」）から，496


点に及ぶ青色石製品（玉）が出土した。これらの資料は，肉眼による第一次的観察から，


ソーダライトの可能性が高いことがわかった。そこで，南アメリカ大陸におけるソーダラ


イト族鉱物の産出状態を検討したところ，出土遺物のような玉が製作可能な塊状のソーダ


ライトは，現在の知見では，ボリビアの Cerro Sapo アルカリ複合岩体以外では入手できな


いとの見通しを得た。つまり，アンデスの遺跡から出土するソーダライト製品の原産地を


特定できる可能性が高いということである。 


そこで，2004 年に Kuntur Wasi 遺跡（及び近隣の関連遺跡である Cerro Blanco 遺跡）か


ら出土した青色石製品の観察をあらためて実施し，さらに，蛍光 X 線分析と EPMA（electron 


probe micro-analyzer，微小部分化学分析装置）による化学組成分析を試みた結果，出土資


料の大半がソーダライトであることを確認した。 


一方，2005 年に原産地の可能性が高い Cerro Sapo 地方において，現地調査を実施し，現


在ソーダライトを採掘している Diesse 鉱山において，産出状態の観察を行うとともに，比


較のためのサンプルを採取した。 


出土遺物資料と原産地と想定される Cerro Sapo 産ソーダライトを岩石記載学的作業，鉱


物記載学的作業，化学組成分析等によって比較した結果，北部ペルーKuntur Wasi 遺跡（及


び Cerro Blanco 遺跡）から出土したソーダライト製品の原材料はボリビア Cerro Sapo 産で


あると結論づけることができた。 


この研究成果の意義は，第一に，Kuntur Wasi 遺跡出土遺物の原産地を具体的に特定でき


たことにある。その結果，北部ペルーの人々が，紀元前 800 年頃の形成期において，数千


キロも離れた南方ボリビア山地の資源を入手し，利用していたという新しい知見が得られ


たのである。第二の意義は，アンデスの遺跡から出土するソーダライト製品は科学的な原


産地同定が可能であるということを示した点である。Kuntur Wasi 以外の遺跡からもソーダ


ライト製品が出土している例があるが，具体的な原産地が検討されたことはない。今回の


研究で，ソーダライトの原産地同定が可能になったことによって，今後アンデスの先史研


究，とりわけ遠距離資源の利用に関する研究に新しい可能性を切り拓くことになろう。 


 


１１１１．．．．クントゥルクントゥルクントゥルクントゥル・・・・ワシワシワシワシ遺跡遺跡遺跡遺跡よりよりよりより出土出土出土出土したしたしたしたソーダライトソーダライトソーダライトソーダライト製品製品製品製品    


 分析対象としたのは，Kuntur Wasi 遺跡の発掘調査において出土した以下の遺物 498 点で


あり，肉眼による第一次観察では，ソーダライト族鉱物の可能性が高いことが確認された。


そのうちの 496 点は一つの墓（「玉飾りの墓」）から発見された副葬品の一部である。 


また，Kuntur Wasi 遺跡近隣の関連遺跡である Cerro Blanco 遺跡においても，墓（「第 1


号墓」）からソーダライト族鉱物である可能性が高い遺物が 124 点まとまって出土している







  


ので，合わせて，分析の対象にした。 


１１１１-１１１１．．．．分析対象資料分析対象資料分析対象資料分析対象資料（（（（Plateはははは DVDにににに収録収録収録収録）））） 


（Kuntur Wasi 遺跡） 


（１）「玉飾りの墓」（1990 年発掘）から出土した青色石製品 496 点。 


1-1． 大型管玉   11 点：長さ 5.2cm，径 1.7cm（平均）（Plate1） 


1-2． 中型管玉   13 点：長さ 2.4cm，径 1.5cm（平均）（Plate2） 


1-3． 小型管玉   50 点：長さ 1.6cm，径 0.8cm（平均）（Plate3） 


1-4． 大型丸玉   78 点：長さ 1.6cm，径 1.5cm（平均）（Plate4） 


1-5． 小型丸玉  242 点：長さ 0.5cm，径 0.7cm（平均）（Plate5） 


1-6． 長玉   102 点：長さ 1.4cm，厚 0.6cm（平均）（Plate6） 


（２）A2O3 第 5 層下層（1990 年発掘）から出土した青色石製品 1 点。 


   2-1.   小型管玉半完形（90KW-A-L16）           （Plate7） 


（３）S3E3 第７層（2002 年発掘）から出土した青色石 1 点。 


   3-1. 石小塊（加工の跡なし）（02KW-S-L296） 


 


（Cerro Blanco 遺跡） 


 （４）「第 1 号墓」（1985 年発掘）から出土した青色石製品 124 点。 


   4-1. 大型管玉   27 点：長さ 2.5-4.5cm，径 1.5cm    （Plate8） 


4-2. 中型管玉   13 点：長さ 2.0cm，径 1.0cm       （Plate8） 


4-3. 小型管玉   84 点：長さ 0.8cm，径 0.5cm   （Plate9） 


 


１１１１-２２２２．．．．分析対象資料分析対象資料分析対象資料分析対象資料のののの出土状況出土状況出土状況出土状況 


（１）「玉飾りの墓」は，形成期後期 Kuntur Wasi 期の始まりにおいて，大規模な神殿


Kuntur Wasi Temple が建立されるとき，その中心的な建物である中央基壇を築く際に執


り行われた儀式に関連したものであることが確かめられた。その前の時期（Idolo 期）に


造られた建物の床を深く掘り下げて埋設された四つの特別な墓のうちの一つである。


Idolo 期の建物全体は床下に墓が作られた後で埋められ，その上を覆うようにして大きな


中央基壇が建立されている。その時期は紀元前 800 年頃と想定される。この資料は後代


の撹乱がなく，その時期や建物および共伴遺物の関係等が明確な第一級の資料といえる。 


  埋葬の状況と一緒に納められていた他の数多くの副葬品（Plate10）の分析からは，「玉


飾りの墓」に含まれていた青色石製品は Kuntur Wasi で製作されたものではなく，外部


（ペルー北海岸）から被葬者とともに搬入されたものであることがわかっている。 


（２）A2O3 第 5 層下層は，「玉飾りの墓」の埋葬が行われた Idolo 期の建物の外側（西


側）に確認される白床（A2O3 第 6 層）直上の堆積であり，この床面には Idolo 期の土器


片がまとまって発見された。A2O3 では多量の土砂と石が層状に堆積しており，これら


は中央基壇の建立にあたって積み上げられたものである。したがって，第 5 層下層の堆


積は墓の埋葬の直後に最初に積み上げられた土砂の一部ということになり，中に含まれ


ている遺物は Idolo 期（あるいはそれ以前）のものと考えられる。 


  A2O3 第 5 層下層からは，分析対象のソーダライト族鉱物製の玉のほか，スポンディ


ルス貝製の玉が 5 点出土した。これらは Idolo 期（あるいはその以前）の墓に納められ







  


ていた副葬品の一部であった可能性が高く，Kuntur Wasi 期初頭に中央基壇を建立するた


めに必要となった土砂を掘って運ぶ際に，古い時期の墓が壊され，その内容物の一部が


混入したものと解することができる。 


  したがって，この資料が最終的に発見された場所に運ばれたのは紀元前 800 年頃（形


成期後期初頭）であるが，製作の年代および Kuntur Wasi に埋設された時期はそれより


も古いと考えられる。この小型管玉の形状は，後述する Cerro Blanco 遺跡「第 1 号墓」


出土の小型管玉と同一であり，それと同時期のものと考えられる。「玉飾りの墓」で発見


された管玉とは明らかに異なる形状であることも製作時期の違いを傍証する。 


（３）S3E3 第 7 層は，Kuntur Wasi 神殿の主基壇正面東側の大壁の手前に堆積した土砂


であり，形成期後期以前であることは間違いないが，時期の確定はできない。この資料


は，製品として加工されたものではなく，より濃い青色を呈するなど，他の資料とはは


っきり異なっている。 


（４）Cerro Blanco 遺跡は Kuntur Wasi 遺跡の北約１km の場所にある。この遺跡で最初


に建物が造られたのは形成期前期（La Conga 期）であり，その後の形成期中期Ⅰ（Cerro 


Blanco 期）においても、まだ Kuntur Wasi は使用されていない。次の形成期中期Ⅱ（Idolo


期）になって Kuntur Wasi では頂上部の一部を利用して，初めて神殿が建設された。Cerro 


Blanco 期と Idolo 期の土器は共通する点も多いが，すべてが同一というわけではなく，


あきらかに時期差があると考えられる。このとき Cerro Blanco は放棄されたようだ。そ


の後，Kuntur Wasi で大規模な神殿建立が行われたが，それに対応する時期（Kuntur Wasi


期，紀元前 800-550 年）にも Cerro Blanco での活動はまったく見られない。Kuntur Wasi


期に続く Copa 期（紀元前 550-250 年）にも，Cerro Blanco は利用されなかった。しかし，


Kuntur Wasi の神殿が機能を失うと，Cerro Blanco の利用が再開され，頂上部を整形して，


大規模な基壇建築が作られた（Sotera 期，紀元前 250-50 年）。 


ソーダライト族鉱物を用いた玉が発見された Cerro Blanco「第 1 号墓」の明確な層位


は確認できなかった。後の Sotera 期における大建設工事の際に墓の上部構造が削られて


しまったためである。しかし，墓の資料を測定した放射性炭素年代および共伴遺物の検


討などから，Cerro Blanco 期の神殿が放棄された後の可能性が高い。また副葬品として


含まれていた 7 点の土器（付録 DVD：Plate11）はいわゆる海岸クピスニケ様式であり，


Cerro Blanco 期の土器とは合致しない。その他の副葬品（スポンディルス貝製品等）（付


録 DVD：Plate12）から考えても，「第 1 号墓」の副葬品はこの場所で製作されたもので


はなく，外部（北海岸）から被葬者とともに搬入された可能性が高い。 


 


２２２２. 一般的一般的一般的一般的なななな石材産地同定方法石材産地同定方法石材産地同定方法石材産地同定方法 


 岩石（石材）は，鉱物の集合体であり，その岩石の成因を反映する特徴的な鉱物組成（構


成鉱物の種類やその量比）と組織・構造（構成鉱物の粒形や大きさ，鉱物同士の組み合わ


さり方）を持つ。そのため，岩石の同定方法として，次の２段階の作業が本質的である。


すなわち，（１）鉱物組成と組織・構造の特徴を明らかにする岩石記載学的作業（岩石学的


同定作業），（２）個々の構成鉱物の特徴を明らかにする鉱物記載学的作業（鉱物学的同定


作業）である。これらの具体的作業として，一般的に，（１）では，岩石試料から薄片や研


磨片を作成し，それらをそれぞれ透過光や反射光により，偏光顕微鏡等を用いて，観察し，







  


（２）では，鉱物ごとに，その化学的性質（化学組成，副成分等），物理学的性質（色，光


沢，硬度，比重，劈開，光学的性質，熱的性質等），結晶学的性質（結晶系，空間群，外形，


結晶形態，結晶構造等），産出状態（産地，産状，共生鉱物等），その他（安定領域，類似


鉱物との関係等）を明らかにすることであり，高度な専門性を必要とする。 


 鉱物は，その定義から，その化学組成と結晶構造が本質的であるが，鉱物学的同定の場


合には，これら以外の各種データも利用されることがある。しかし，各種データ（の一部）


を単純に比較するのではなく，総合的に検討しなければならない。また，岩石学的同定の


場合には，岩石化学（主成分化学組成，微量成分化学組成，同位体組成等），地磁気，生成


年代等のデータの比較検討は，あくまでも傍証であり，第一に，鉱物組成と組織・構造が


一致しない限り，産地同定作業として，意味がない。 


 


３３３３. ソーダライトソーダライトソーダライトソーダライトのののの産出産出産出産出 


３３３３-１１１１. ソーダライトソーダライトソーダライトソーダライト 


 ソーダライト（学名 sodalite）は，方ソーダ石とも呼ばれる珪酸塩鉱物のひとつで，原子


配列として，等軸晶系，空間群 P43m，格子定数 a 0.8878 nm，単位格子中に以下の化学組


成式を 1分子含むという特徴を，化学組成として，Na8Al6Si6O24Cl2 (ほぼNa2O 25.58 %, Al2O3 


31.56 %, SiO2 37.20 %, Cl 7.32 %に対応する)という特徴を持つ。また，ほぼ同様の構造を持


つラズライト（青金石）（正式には lazurite, lapis lazuli とも呼ばれる），藍方石（アウイン）


(haüyne)，黝方石（ノゼアン）(nosean) とともに，ソーダライト族鉱物と呼ばれる。ソーダ


ライトより強い青色（群青）のラズライト（ lazurite, lapis lazuli）の化学組成は，


(Na,Ca)8Al6Si6O24[(SO4),S,Cl,(OH)]2 であり，ソーダライトが Cl に富むのに対し，ラズライ


トは SO4や S に富む。 


 


３３３３-２２２２. ソーダライトソーダライトソーダライトソーダライトのののの産出状態産出状態産出状態産出状態 


 ソーダライトの産出状態は，以下のようにまとめられる。 


(1) 一般に，霞石閃長岩（nepheline syenite）及びその関連岩石（霞石閃長岩質ペグマタイ


トやカーボナタイト等）中に産出する。 


(2) 霞石閃長岩質深成岩と石灰岩との間の交代作用により形成されたスカルン中に産出す


る。 


(3) まれに，準長石を含む火山岩中の空洞や火山放出物中に産出する。 


(4) まれに，隕石中に産出する。 


 


４４４４. 南南南南アメリカアメリカアメリカアメリカ大陸大陸大陸大陸におけるにおけるにおけるにおけるソーダライトソーダライトソーダライトソーダライトのののの産出産出産出産出 


 南アメリカ大陸におけるソーダライトの産出状態は，大部分が上記（1）である。また，


チリの一部にのみ（2）の産出状態を示すものが知られる。産地ごとの特徴は，以下のよう


にまとめられる。 


４４４４-１１１１.    ボリビアボリビアボリビアボリビア Cerro Sapoアルカリアルカリアルカリアルカリ複合岩体複合岩体複合岩体複合岩体 


La Paz の南西約 150 km に位置する。Ahlfeld and Wegener (1931)，Brendler (1932)，Schultz 


(2004) による報告がある。詳細は後述するが，霞石閃長岩中のソーダライト‐アンケライ


ト‐重晶石脈で，Schultz (2004) は特殊なカーボナタイトと報告した。Schultz (2004) によ







  


れば，構成鉱物にはソーダライトがもっとも多く，次いで，アンケライト（SrCO3 分子を


1 %程度含む），重晶石，少量の黄銅鉱，方鉛鉱等である。ソーダライトに富む部分（塊状


のソーダライト等）は，縞状のアンケライトや重晶石を含み，現在も Diesse Ltda. により


採掘されている。 


 


４４４４-２２２２. ブラジルブラジルブラジルブラジル楯上地楯上地楯上地楯上地にににに分布分布分布分布するするするするアルカリアルカリアルカリアルカリ複合岩体複合岩体複合岩体複合岩体 


 これらの岩体は，カーボナタイトを伴わない (Wooley, A. R., 1987) ため，ソーダライト


‐アンケライト‐重晶石という鉱物組み合わせやアンケライトの縞模様は観察されない。


また，塊状のソーダライトのように，ソーダライトがまとまって産出せず，かつ，少量で


ある。以下に産地を示す。 


(1) Itapitanga (ブラジル Bahia): 閃長岩で，ソーダライトに富む部分は採掘可能であるが，


塊状のソーダライトは産出しない。 


(2) Fazenda Hiassu (ブラジル Bahia): 含ソーダライト霞石閃長岩（litchfieldite）及びペグマ


タイトで，ソーダライトに富む部分は採掘可能であるが，塊状のソーダライトは産出しな


い。 


(3) Portiragua (ブラジル Bahia):部分的にソーダライトに富む霞石閃長岩であるが，塊状のソ


ーダライトは産出しない。 


(4) Morro de Sao Joao (ブラジル Rio de Janeiro): 偽白榴石（pseudoleucitite）を伴う霞石閃長


岩等で，塊状のソーダライトは産出しない。 


(5) Cabo Frio (ブラジル Rio de Janeiro): 霞石閃長岩質岩石で，ソーダライトは岩石を構成す


る鉱物粒間を充填するという特徴的な組織を示し，かつ，少量である。 


(6) Itatiaia (ブラジル Minas Gerais): 霞石閃長岩質岩石で，ソーダライトはごく少量産出する。 


 


４４４４-３３３３. 南部南部南部南部ペルーペルーペルーペルーにににに分布分布分布分布するするするするアルカリアルカリアルカリアルカリ複合複合複合複合岩体岩体岩体岩体 


Macusani (Puno) 及び Pucallpa に分布するアルカリ複合岩体霞石閃長岩体からソーダライ


トの産出が知られているが，ともに少量で，塊状のソーダライトを産出しない。Macusani 


(Puno)では，カーボナタイトを伴わず，Pucallpa に分布するアルカリ岩体は，フォノライト


質~テフライト質（phonolitic to tephritic）である。 


 


５５５５. ボリビアボリビアボリビアボリビア Cerro Sapoアルカリアルカリアルカリアルカリ複合岩体複合岩体複合岩体複合岩体におけるにおけるにおけるにおけるソーダライトソーダライトソーダライトソーダライトのののの産出産出産出産出 


５５５５-１１１１. 地質概説地質概説地質概説地質概説 


 中生代の大陸内リフト帯の一部と考えられている Ayopaya アルカリ岩地域において，古


生代の堆積岩類中に貫入した白亜紀の Cerro Sapo アルカリ複合岩体が産出する(Schultz et 


al., 2004)。  


 Cerro Sapo アルカリ複合岩体は， 霞石閃長岩質（一部はフォヤアイト質）岩石，カーボ


ナタイト等の各種アルカリ岩から構成され，ソーダライト‐アンケライト‐重晶石脈に切


られる。 


 


５５５５-２２２２. ソーダライトソーダライトソーダライトソーダライト‐‐‐‐アンケライトアンケライトアンケライトアンケライト‐‐‐‐重晶石脈重晶石脈重晶石脈重晶石脈のののの特徴特徴特徴特徴 


 標高 3,300 から 3,400 m にかけて，脈幅約 8~10 m のソーダライト‐アンケライト‐重晶







  


石脈が Cerro Sapo アルカリ複合岩体の霞石閃長岩や古生代の堆積岩類を切って，ほぼ


NW-SE 方向に 3 km 以上連続して，産出する（付録 DVD：図 7-1）。ソーダライト‐アンケ


ライト‐重晶石脈は，主として，不規則形のパッチ状や縞状に，青色のソーダライト，黄


~橙色（新鮮時には白色）のアンケライト，白色の重晶石及び少量の方鉛鉱，閃亜鉛鉱，


黄鉄鉱，黄銅鉱，磁鉄鉱，チタン鉄鉱，沸石（方沸石，ソーダ沸石等），及び後に鉄鉱物の


風化産物としての針鉄鉱等から構成される。アンケライトは，新鮮時には白色であるが，


比較的早く風化し，黄色や橙色に変色する特徴がある。パッチ状にほとんど半自形~自形


（最大粒径 9 cm）のソーダライトに富む，数 m に及ぶ部分も観察されるが，一般的な量比


は，ソーダライトが約 50 %，アンケライトが約 40 %，重晶石が約 10 %である。ソーダラ


イトに富む部分は，現在も採掘されている。 


 Schultz et al. (2004) は，ソーダライト‐アンケライト‐重晶石脈が Na, Ba, Cl, Sr, REE に


富むという地球化学的特徴がタンザニア Oldoinyo Lengai 活火山から噴出したカーボナタ


イト溶岩と類似するため，ソーダライト‐アンケライト‐重晶石脈を Cerro Sapo アルカリ


複合岩マグマの最終産物としての特殊なカーボナタイトであると取り扱った。しかし，ソ


ーダライトーアンケライトー重晶石というきわめて特殊な鉱物組み合わせは，一般に，火


成岩と扱いがたく，かつ，少量ながらも，方鉛鉱，閃亜鉛鉱，黄鉄鉱，黄銅鉱，磁鉄鉱，


チタン鉄鉱，沸石等がこの脈中に普通に共存することから，我々は，マグマ期ではなく，


熱水期の産物であろうと考え，EPMA（electron probe micro-analyzer，微小部分化学分析装


置）を用い，共生する磁鉄鉱，チタン鉄鉱の化学組成を分析し，磁鉄鉱―チタン鉄鉱地質


温度計を適用して，生成温度の見積もりを試みた。その化学組成分析結果を Ghiorso and 


Sack (1991) の方法に適用すると，生成温度は 600 ﾟ c 以下と見積もられる。また，ソーダ


ライト及び重晶石中の流体包有物の均質化温度を測定した結果，240゜から 380 ﾟ c までの


均質化温度が得られた。これらの温度範囲は，ソーダライトーアンケライトー重晶石脈が


マグマ期ではなく，熱水期に生成されたことを示している。 


 


５５５５-３３３３. ソーダライトソーダライトソーダライトソーダライト及及及及びびびびアンケライトアンケライトアンケライトアンケライトのののの化学組成化学組成化学組成化学組成 


Cerro Sapo 産ソーダライト及びアンケライトを EPMA により，化学組成分析を実施した。


これらは，鉱物学的には，それぞれソーダライト（第１表の Cerro Sapo）及びアンケライ


ト成分が卓越するアンケライト‐ドロマイト‐クトナホライト固溶体（5%程度のクトナホ


ライト成分，38%から 69%のアンケライト成分を含む）である。 


 


６６６６.    クントゥルクントゥルクントゥルクントゥル・・・・ワシワシワシワシ遺跡遺跡遺跡遺跡よりよりよりより出土出土出土出土したしたしたしたソーダライトソーダライトソーダライトソーダライト製品製品製品製品のののの記載学的特徴記載学的特徴記載学的特徴記載学的特徴     


６６６６-１１１１. Kuntur Wasi遺跡遺跡遺跡遺跡                                                         


（１）「玉飾りの墓」（1990 年発掘）から出土した青色石製品 6 種類（大型管玉，中型管   


  玉，小型管玉，大型丸玉，小型丸玉，長玉）496 点は，アンケライトや重晶石の脈 


  が発達し，ごく少量ながら，方鉛鉱を含むソーダライトである。 


（２）A2O3 第 5 層下層（1990 年発掘）から出土した青色石製品 1 点小型管玉半完形 


  （90KW-A-L16）はソーダライトである。 


（３）S3E3 第７層（2002 年発掘）から出土した青色石小塊（加工の跡なし）1 点    


  （02KW-S-L296）はラズライト（lazurite, lapis lazuli）の可能性が高い。 







  


６６６６-２２２２. Cerro Blanco遺跡遺跡遺跡遺跡 


 「第 1 号墓」（1985 年発掘）から出土した青色石製品三種類（大型管玉，中型管玉，小


型管玉）124 点の大部分は，アンケライトや重晶石の脈（最大幅 4 mm）と少量の方鉛鉱を


含むソーダライトである。しかし，小型管玉濃青色部には脈がほとんど観察されないため，


もっとも濃青色の箇所において，蛍光 X 線分析を実施したところ，Cl>>S であった。この


部分はラズライト（lapis lazuli）である可能性が高い。 


 


７７７７. クントゥルクントゥルクントゥルクントゥル・・・・ワシワシワシワシ遺跡遺跡遺跡遺跡よりよりよりより出土出土出土出土したしたしたしたソーダライトソーダライトソーダライトソーダライト製品製品製品製品のののの原産地同定原産地同定原産地同定原産地同定 


７７７７-１１１１. 岩石記載学的特徴岩石記載学的特徴岩石記載学的特徴岩石記載学的特徴のののの比較比較比較比較 


 遺跡より出土したソーダライト製品は，淡青~濃青色の塊状のソーダライトとソーダラ


イトを切る縞状の黄~橙色のアンケライトや白色の重晶石から構成されるという共通の特


徴がある。また，少量の方鉛鉱，黄銅鉱等の硫化鉱物を含み，沸石や鉄鉱物が酸化（風化）


した針鉄鉱等の二次鉱物が観察されることもある。 


 


７７７７-２２２２. 化学化学化学化学組成組成組成組成分析分析分析分析 


 国立民族学博物館所有の可搬型蛍光 X 線分析装置（OURSTEX 100FA）を現地博物館に


搬入して，Kuntur Wasi 遺跡及び Cerro Blanco 遺跡より出土したソーダライトと考えられる


製品を非破壊で化学組成分析した。Na が分析できないこと及び検量線プログラムが未完成


であったために，Al，Si，Cl，S を定性分析した。結果は，大部分がソーダライトである


と考えられるが，Cerro Blanco 遺跡より出土した小型管玉等一部の濃青色のものは，ラズ


ライト（Lapis lazuli）である可能性がある。また， Kuntur Wasi 遺跡及び Cerro Blanco 遺跡


より出土したソーダライトと考えられる製品（表 7-1 の KW-350CB-1（小型管玉濃青色）


及び KW-350CB-2（小型管玉淡青色）が Cerro Blanco 遺跡より出土，KW-49（長玉）が Kuntur 


Wasi 遺跡より出土）を EPMA により定量分析した結果，ソーダライトであることが確認さ


れた（表 7-1）。同様に，アンケライトの化学組成についても検討した。 


 


７７７７-３３３３. ソーダライトソーダライトソーダライトソーダライト製品製品製品製品のののの原産地同定原産地同定原産地同定原産地同定 


 Kuntur Wasi 遺跡及び Cerro Blanco 遺跡より出土したソーダライト製品とボリビア Cerro 


Sapo 産ソーダライトを，産地同定の観点から，比較検討した。構成鉱物の種類・量比や組


織・構造等の岩石学的記載及びソーダライトやアンケライトの化学組成を中心とした鉱物


学的記載から，Kuntur Wasi 遺跡及び Cerro Blanco 遺跡より出土したソーダライト製品は，


ボリビア Cerro Sapo 産ソーダライトと同一であると判断でき，遺跡より出土したソーダラ


イト製品は，ボリビア Cerro Sapo 産ソーダライトが使われたと結論できる。 


 


８８８８．．．．北部北部北部北部ペルーペルーペルーペルーのののの形成期形成期形成期形成期におけるにおけるにおけるにおけるソーダライトソーダライトソーダライトソーダライト製品製品製品製品のののの流通流通流通流通 


 以上の分析結果から，Kuntur Wasi 遺跡及び Cerro Blanco 遺跡から出土したソーダライト


製品は，遠隔地のボリビア Cerro Sapo が原産地であることが明らかになった。そこで，こ


れらの資源・製品がどのようにして北部ペルーの山地地方にもたらされたのかを検討する。 


 Kuntur Wasi では，さまざまな資源、鉱物が利用されていたが，ソーダライトの利用はき


わめて限られており，特定の墓の副葬品としてしか確認されない。496 点もの玉が発見さ







  


れた「玉飾りの墓」は，形成期後期初頭紀元前 800 年頃，山地 Kuntur Wasi で建立された


大規模神殿に伴うものであった。さまざまな状況から，この墓は，海岸地方のミイラ化し


た女性の遺骸が搬送され，Kuntur Wasi 神殿建立時に儀礼的に再葬されたことを示している。


もう一つの資料（90KW-A-L16）は，それよりも古い時期の墓に由来し，やはり，海岸地


方からの搬入品と考えられる。 


いずれにしても，ソーダライトの玉は，Kuntur Wasi で製作されたものではなく，海岸地


方から製品として運ばれたと考えられる。この海岸地方からの搬入は一回だけではなく，


少なくとも二回生じている（紀元前 950 年と紀元前 800 年頃）。ソーダライト製品は，Kuntur 


Wasi においては特別の墓に納められていたことから，希少価値が認められ，珍重されてい


たと思われるが，頻繁に利用されていたわけではない。遺跡からはソーダライトの原石や


未加工品などはまったく出土せず，原石を入手して製品加工を行った可能性も低い。つま


り，形成期において，山地 Kuntur Wasi の人々が遠隔地の特別な資源を直接入手し，製品


化したのではないと結論づけられる。 


 Kuntur Wasi 遺跡近隣にある Cerro Blanco 遺跡におけるソーダライト製品の利用も同様


に限定されたものであった。やはり，海岸地方の社会動態との関連で埋葬された「第一号


墓」からだけ発見されている。これは Kuntur Wasi 神殿の「玉飾りの墓」とは明らかに年


代が異なり，形成期中期Ⅱ（イドロ期）紀元前 950 年頃と考えられる。共伴する副葬品に


も違いがあり，ソーダライトの玉も形状等が異なっている。そして，この古い時期の搬入


例は，Kuntur Wasi 遺跡出土のもう一つの遺物（90KW-A-L16）に対応する。 


 これらの結果からは，北部ペルーにおけるソーダライト資源の利用は，山地ではなく，


海岸地方で行われていた可能性が示唆される。そこで，筆者らはペルー北海岸の形成期遺


跡におけるソーダライト製品の出土状況について検討を行った。 


 公刊されたデータでは，Jequetepeque 河谷海岸部にある Puemape 遺跡の第 29 号墓からソ


ーダライト製大型管玉 1 点が出土していることが確認された（Elera 1999；Museo de 


la Nacion, Lima 所蔵）。これは Cerro Blanco 遺跡出土の大型管玉と同じ形状であり，アンケ


ライトや重晶石の脈が観察される点も共通する。この墓の時期は形成期中期とされており、


紀元前 950 年頃に Cerro Blanco 遺跡の「第１号墓」及び Kuntur Wasi 遺跡に搬入された最初


の時期に対応している。 


 また，Zana 河谷の海岸部 Morro de Eten 遺跡の墓地跡から青色石製の円盤（直径 30mm，


厚さ 3 mm 程度）と付随品（10 mm x 15 mm 程度）が出土している。この資料を直接観察


することができたが，やはり，アンケライトや重晶石の脈が発達するソーダライトであっ


た。時期は形成期中期後半とされ，こちらは Kuntur Wasi 遺跡への第二波搬入の時期に対


応する可能性がある。 


現在のところ，北部ペルーの海岸部形成期遺跡でソーダライトが確認できたのはこの二


例だけだが，いずれも原産地はCerro Sapoと考えてよい。Kuntur Wasi遺跡及び Cerro Blanco


遺跡のように，数多くのソーダライト製品がまとまって発見された例は現在のところない


が，少数の出土例については，あまり注目されず，未報告のものもあると考えられる。今


回の研究成果によって，これらの情報が増えることが期待できる。 


 つまり，形成期中期（紀元前 1250-800 年）において，ペルー北海岸では，遠隔地のボリ


ビア Cerro Sapo 原産のソーダライト製品を有していたこと、それが山地の Kuntur Wasi や







  


Cerro Blanco に運ばれたことは確実である。さらに，北海岸の人々がソーダライトの原石


を入手したのか，それとも，製品化されたものを受容したのかについても，興味深いデー


タが得られている。Kuntur Wasi 遺跡の「玉飾りの墓」からはソーダライト製品とともに多


量のスポンディルス貝製の玉が出土している。そして，いずれも長玉と分類した特殊な形


の製品が含まれている（付録 DVD：Plate13）。スポンディルス貝は原産地が限られており，


現在のエクアドル海岸で採れる。北方遠隔地資源のスポンディルスと南方遠隔地資源のソ


ーダライトの玉がまったく同じ形の玉に加工されていることから，それらが製品化された


のはペルー北海岸である蓋然性が高い。つまり，ボリビア Cerro Sapo 原産のソーダライト


を原石として入手していたのである。 


 現在のところ，ボリビアの山地 Cerro Sapo からどのような経路によってソーダライトが


もたらされたのかはわからない。しかし，ボリビア山地ティティカカ湖岸の形成期遺跡


Chiripa では，紀元前 1500-1000 年頃の墓からソーダライト製の玉が出土しているとの報告


がある。地理的な近接性からいえば，Chiripa の人々が Cerro Sapo の資源開発を行っていた


可能性は十分にある。ペルー北海岸の人々が直接 Cerro Sapo での資源開発を行ったという


より，Chiripa と何らかの関係を持ち，ソーダライト原石を入手していたと考えるのが妥当


であろう。 


 今回の研究成果は，北部ペルーの形成期中期（紀元前 1250-800 年）における社会が遠く


ボリビア山地の社会まで含めた広い範囲の中で特殊な資源の流通と利用を行っていた可能


性を実証的に明らかにした点で大きな意義がある。 
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表 7-1 ボリビア Cerro Sapo（原産地）産ソーダライト， Kuntur Wasi 遺跡（KW-49）及び


Cerro Blanco遺跡（KW-349CB-1，KW-350CB-2）から出土したソーダライトの代表的な化


学分析値 


  Cerro Sapo KW-349CB-1 KW-350CB-2 KW-49  


   n=15 (s.d.) n=6  (s.d.)  n=4  (s.d.)  n=6  (s.d.)  


SiO2   38.7   (0.2)    38.6   (0.2)   38.9   (0.2)   38.6   (0.1)  


TiO2    0.01  (0.02)      0.02  (0.03)     0.03  (0.01)     0.01  (0.02)  


Al2O3    31.9   (0.4)     32.2   (0.2)    31.9   (0.7)    32.5   (0.2)  


FeO    0.02  (0.02)      0.02  (0.02)    0.02  (0.02)     0.01  (0.02)  


MnO    0.01  (0.01)     0.01  (0.00)     0.00  (0.00)     0.01  (0.01)  


MgO    0.00  (0.00)      0.00  (0.01)     0.00  (0.00)        0.00  (0.00)  


CaO    0.01  (0.01)      0.02  (0.01)     0.01  (0.02)     0.01  (0.01)  


Na2O   24.1   (0.2)    24.0   (0.2)   23.5   (0.2) 23.9   (0.1)  


K2O     0.02  (0.01)     0.04  (0.03)    0.03  (0.02)    0.01  (0.02)  


SO3      0.01  (0.01)     0.00  (0.01)    0.00  (0.01)     0.01  (0.01)  


Cl    7.22  (0.15)      7.21  (0.17)    7.25  (0.09)     7.14  (0.11)  


-O=Cl2    1.64  (0.04)      1.63  (0.04)    1.64  (0.02)    1.62  (0.03)  


Total  100.4   (0.3)  100.6   (0.2)  100.2   (0.5) 100.6   (0.2)  


 


 


 


 





